














信州大,理 勝 木 渥
"物 性研だより"9巻 5号 (1968年8月)で鈴木平物性研所長は,東大改革
準備調査会の覚書や,学術審議会学術研究体制特別委員会中間報告にもられた
内界を批判 しつつ, ｢大学改革と物性研究所｣ と関して,一つの問題提起をし
ておられるO その要点を私なりに要約 してみると,将釆の ｢共同利用研究所｣
のあるべ き卒を一般論 として 6項 目ほどあげ られた後に,物 性研に儀点をあわ
せて 5つの問題点につJ,て論 じてお られる. 一般論 として述べ られてV-1る こと
紘, 1. 今後新 しvl大学に残るべき ｢附置研究所.｣はすべて ｢共同利用研究所｣
としてその体質と機能 とを改革すべきだ ;2, ｢共同利用研究所｣を大学の外
郭 に位/琵づげて,.大学の自治との矛盾を緩和し,相互尊重によって大学の内部
と調和を保つようにする ;5. 全国の主要大学は, しかるべ き全国的審議機関
の議を経て特長める ｢共同利用研究所｣をもてるようにし,全国の研究者に対
して開かれた運営ができるように制度を改革す る ;4. これら ｢研究所Jは必
ずしも巨大科学に対応する巨大施設や巨大予算が唯一の存在条件ではないO著
しvl学問的特色をもち,予算その他で思vlきった国家的措置がとれるように,
少数精鋭を旨として設置する ;5. これ ら ｢共同利用研究所｣は柔軟な研究佐
融を しき,客員部門制度や所員の任期をお くことによって円滑 を人事交流替実
施し; 高vlレベルの研究と新分野の開発研究の場 としての機能を発揮させる7
6. 若vl研究者の養成のための勝能を もあわせ もたせる ;とvlう6項 目に要約
できるO また物性研の問増としては, 1･ 物性研の 目的 :全国共同利用研究所
として物性物理物理学を中心 とする研究を総合的に遂行することを目的として
I,るO こ の物性研のあり方の吟味のためには,物 質科学の将来に対する一応の
見通 しをもつ必要があるが,基礎論的観点からすれば,' 現在は予徹された発展
の限界に近 く到達してV,て,今後の学問の動向は未知の儀域の開拓に依存する
所が大 きい0-万では従来の研究の定量化 ･精密化 とvlう自然延長的発展の方














なときに発展的解消が行なわれなければならない ･,5. 研究者組檀 :現在の教







行なう;4. 大学院 :大学院博士課程に対応す る ｢研究院｣を制度化するO｢研
究院｣は もっぱ ら研究者の養成を目的とし,全国の大学の学生 (完全を国家絵
筆を望む)と民間機関の若vl研究者に対して開放されるO-研究チームに 2名
の研究院生が限度で.bる ;5. 共通サービス部門 :早急に制度化し,要員の上
で も強化する｡
以上のような構想 ･提案に私はい くつかの疑問をもち,またこの鹿想 ･提案
の中から私が読み とったこの構想 ･提案の背景にある考え方 ･問題意識に根本
的夜批判をもつので,以下でそれを述べたいO
物性研問題の1.としては私が要約紹介した物性研の 目的は,鈴木氏によれば




























生み出してゆ くが,そ してその中で, ｢装置主義｣とでも呼ぶべ､き傾向が畳ま












自覚的であLると額自営的であるとを潤 わず, ｢装置主義｣とでもよぶべ き思想
を増 づせき鶴 と私には 思われるOそして∴研究体制を考える場合,特yZ:軍在
の体制的科学の流れに批判的を研究者たちが,現在の科学の流れに直覚的夜批
判を もーちつつも,明確夜故判的渦点を確立しかねてvlる (かに私に見える)の
紘,彼らの内に･壌る無意識的夜 ｢装置主義｣のためLであるか も知れ な vlo (他
方,休部的科学の主流は,その ｢装置主義｣的視点をゆるぎ夜く確立しているO)
これは例えば進歩的 ･反体制的とみずから許 してV,るであろう物性若手グjv-
プも例外ではな く,かれらの ｢地方大学｣問肇につvlての討論 (代物性若手グ
ループ事務局ニュース け1969 .9月)からもその傾向はうかがわれるOす
なわも,今年の夏の学校での討論会で ｢地方大学上について (これを一つの討




すべ きだ｣との意見開陳(軌 それ-の ｢萌実の地方大学の非常に貧困を状寮 を
解決す ることが先決問題であり,rそのようを痕問は問題をそらす ものだ｣等 々
の反論LG)がなされているO指摘靭;反論租に私は ｢装麗主義｣めにお いを喚 ぎ
とる｡私は再三 ｢∴地方大学｣問題を議論してきたがその中で常に研究者の意識
の問題を中心にすえてきたoそれは私が ｢地方大学_上問題は,全体としての あ
るべき研究体制の一環 として∴全国萌 葱視野の由で位置づげ られる必要があ _b,












気がしてV'る｣ と書vlた (れ物性研究 けユユ 446 (1969･5月))O その
時には,まだは っきりとはつかみかねてV'たが,日本の科学研究の中で ｢地方
大学｣の果すべき役割を, ｢装置主義｣に対抗するものとして積極的にとらえ
返す必要があると思われる. 反 ｢装置主義｣をつ らぬ くとV,う点に,研究面で
























73て ｢中央｣ とはちが った方向に発展する可能性のあること, ｢中央｣を質的
に超えて新しV,方向を切_b拓 くか も知れなV,可能性 (そ して,この よう夜可能
性は ｢地方｣にしか残されてvl夜ののか も知れをい)につV,ては全 く思い到 っ












す ぐに現 に参る共同利用研,即ち物性研,基研の問題として,物性研問題 ･基





































ではなV,かと思われますo 鈴木所長によれば ｢共同利用研 としての物性研ない
ま一度根太から検討し直した上で再出発する位の気概｣で標題につvhての見解
を表明されたとvr,うことですが,この共同利用とい うことに関 して現状を分析
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